
市からのお知らせ / 人の情景 / まちとぴ！ / つるおか情報パレット　ほか

８月３日に開催したごみ処理
３施設夏休み見学会で、鶴岡
市の家庭から出る、１人１か
月当たりのごみの量の重さ
「18㎏」を体験。その重さに
驚きながら、ごみ箱を持ち上
げていました。
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特 集

1
人
１
日
当
た
り
〝
６
０
4
ｇ
〞。
何
の
数
字
だ
と
思
い
ま
す
か
。

こ
れ
は
、
令
和
４
年
度
に
鶴
岡
市
の
家
庭
か
ら
出
た
、
資
源
化
さ
れ
ず

に
焼
却
・
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
た
ご
み
の
量
で
す
。

鶴
岡
市
の
ご
み
の
量
は
、
全
国
平
均
の
５
０
８
ｇ
、
山
形
県
平
均
の

５
４
１
ｇ
よ
り
も
多
く
、
近
年
は
高
止
ま
り
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
や
資
源
化
を
進
め
る
た
め
、
昨
年
度
、「
も

や
す
ご
み
」
の
サ
ン
プ
ル
調
査
を
初
め
て
実
施
。
調
査
の
結
果
、
減
量

化
・
資
源
化
で
き
る
ご
み
が
、
全
体
の
約
３
割
に
上
り
ま
し
た
。

「
自
分
が
少
し
分
別
し
た
く
ら
い
で
は
、
何
も
変
わ
ら
な
い
。」
と
思

っ
て
い
る
方
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の
日
々
の

積
み
重
ね
が
、
未
来
を
変
え
て
い
く
の
で
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
今
日
か
ら
実
施
で
き
る
３
つ
の
ご
み
減
量
ア
ク

シ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
今
日
か
ら
ご
み
減
量
ア
ク
シ
ョ
ン

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
問
合
せ

廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

減量
アクション

①

以下の種類別にひもで十字に縛ってください。ガムテープは使用しないでください。
ビニールカバーや雑誌の付録など、紙以外のものは取り除いてください。

古紙類は地域の資源回収に出しましょう！
も 十字に縛 くださ ガム プは使用しな くださ

古古紙紙類類は地域域の資資源回回収収に出出しましょう！

新聞紙

チラシも一緒にＯＫ

雑誌

書籍、漫画本、週刊誌、
教科書、カタログなど

段ボール

断面が波状のもの

飲料用パック
洗って、開いて、乾燥
させてください。
内側にアルミが貼って
あるものは、もやすご
みへ。

雑がみ
＜雑がみとして回収可能なもの＞
お菓子・食品・ティッシュペーパーなどの箱、衣類の
台紙などの厚紙、ラップ・トイレットペーパーなどの
芯、情報誌、パンフレット、包装紙、カレンダー、紙
袋、封筒など

紙袋の中にためておい
て、そのままひもで縛
って出すこともできま
す。

インタビュー

　当社は、ごみ焼却施設の運転や維持管理
など施設全般の運営を行っています。
　施設には１日に160tのごみを処理でき
る焼却炉がありますが、もやすごみの中に
金属類のような不適正なごみが混ざってい
ると、焼却炉を停止しないといけなくなる
場合もあります。効率的にごみを処理する
ためにも、市民の皆さんには適切なごみの

分別をお願いします。
★私の家庭で行っているごみ減量アクション
　私の家庭では、食品を冷蔵庫に入れる前
に冷蔵庫に貼ってあるホワイトボードに食
品の賞味期限を書いています。こうするこ
とで、冷蔵庫を開けなくても賞味期限を確
認できますし、食品ロスをなくすことにも
つながっています。

金
るる
場
た

つるおかエコ・アース㈱　
所長

佐
さ た け

竹 秀
ひでゆき

行 さん

安全なごみの焼却のために、適切な分別をお願いします

▼もやすごみサンプル調査結果（重量比率）

①古紙類
　12.6％

②プラ製容器
　包装類 11.2％

③食品ロス
　9.7％

生ごみ
30.3％

その他の紙類
19.7％

その他
16.2％

ペットボトル
0.3％

◎ごみ焼却施設（宝田三丁目13番６号）に持ち込むこともできます。
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▼家庭から出るごみの量の推移（１人１日当たり）

詳しくはこちら
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減量
アクション

②

減量
アクション

③ 食品ロスをなくそう！

「容器包装類」とは、商品が入っていた物や包んでい
た物のことで、　　マークが目印です。
※洗面器などのプラスチック製品は「もやすごみ」へ。
※わさびやマヨネーズのチューブなど、中身を容易に
　取り除けない場合は、「もやすごみ」へ。

食品などの付着物があるときは、拭き取る、さっとす
すぐなどして取り除き、水切りをしてから桃色のごみ
袋へ。
洗剤を使用する必要はありません。

「食品ロス」とは、まだ食べられるのに捨てられている食品のこと。
食品ロスをなくすために次のことを心掛けましょう。 ごみに水分が多く含ま

れていると、燃やすた
めに多くのエネルギー
が必要になります。生
ごみを捨てる前には、
「ギュッと一絞り」を
お願いします。

生ごみは「一絞り」

汚れはさっとすすぐだけでＯＫ

ごみの分別方法が
分からないときは？

市LINEでごみの分別方法が検索できます！

プラスチック製容器包装類は桃色のごみ袋へ！プラスチック製容器包装類類は桃桃色のごみ袋へ！プ

食食品品ロスをなくそう！食食
まだ食 られ に捨 られ 食品 と

ボトル類

トレイ類 カップ・パック類

ふた類 ネット類

ポリ袋・ラップ類

カップ麺のプラ製容器など、
すすいでも色が残る物も桃色
のごみ袋へ出せます。

汚

生

ごみの分別方法が
分からないときは？

緩衝材類
発泡スチロー
ル製の緩衝材

冷蔵庫は小まめに
確認し、必要な分
だけ買い足す

料理は食べきれる
量だけ作る

食材は無駄なく使う

　市LINE公式アカウントを開くとメニュ
ー画面が表示されますので、「くらしの情
報」を選択。その後「ごみ」→「ごみ分別
検索チャットボット」の順に選択し調べた
いごみを入力すると、捨て方を回答します。

友だち登録は
こちらから

ごみ焼却施設の愛称を募集中です
■対象　　　市内及び三川町に在住、在学または在勤の方
■募集期間　９月18日（月）まで
■応募方法　▷２次元コードから市LINEで応募
　　　　　　▷郵便、FAXまたはメールで（応募用紙は市
　　　　　　　ホームページでダウンロードできます）
■その他　　１人２点までの応募が可能です

市LINE

カップ麺のプラ製容器など、
すすいでも色が残る物も桃色
のごみ袋へ出せます。

市ホーム
ページ



4■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

９
月
３
日
～
９
日
は「
救
急
医
療
週
間
」 

救
急
医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
つ
い
て

　

尊
い
命
を
救
う
救
急

医
療
が
、
適
切
・
迅
速

に
行
わ
れ
る
よ
う
、「
か

か
り
つ
け
医
」「
荘
内

病
院
な
ど
の
地
域
医
療

支
援
病
院
」「
休
日
夜

間
診
療
所
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
地
域
医
療
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

重
症
重
篤
患
者
が
安
心
し
て
救
急
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
救
急
受
診
に

つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
具
合
が
悪
い
と
き
は
我
慢
せ
ず
「
通
常
の

診
療
時
間
内
」
に
早
目
に
「
か
か
り
つ
け
医
」

を
受
診
し
ま
し
ょ
う　

▽
夜
間
や
休
日
に
軽
症
で
受
診
す
る
際
は

「
休
日
夜
間
診
療
所
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

（
診
療
日
は
本
紙
21
ペ
ー
ジ
に
記
載
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
内
「
鶴
岡
地
区

救
急
医
療
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
35
‐
０

１
４
６

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
に 

通
院
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
腎
臓
機
能
障
害
に

よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

▽
人
工
透
析
療
法
を
受
け
る
た
め
に
交
通
機

関
（
自
家
用
車
含
む
）
を
利
用
し
て
通
院
し

て
い
る　

▽
本
人
及
び
同
居
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所

得
税
を
課
税
さ
れ
て
い
な
い　

▽
生
活
保
護
等
で
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受

け
て
い
な
い

■内
通
院
交
通
費
と
し
て
実
際
に
掛
か
っ
た
額

と
交
付
基
準
額
の
内
、
低
い
方
の
額
を
助
成

■申
９
月
29
日
○金
ま
で
申
請
書
、
通
院
報
告
書
、

領
収
書（
タ
ク
シ
ー
等
を
利
用
し
た
方
の
み
）

を
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
７
３
へ

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
４
学
区
…
菅
原
恭
子（
主
任
児
童
委
員
）

▽
第
６
学
区
…
山
中
一
枝
（
道
田
町
北
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

■対
老
齢
・
障
害
・
遺
族
の
各
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
で
、
所
得
が
一
定
以
下
の
方

■
届
出　

給
付
金
未
受
給
者
で
給
付
対
象
に

な
り
得
る
方
に
は
、
８
月
末
以
降
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
新
規
で
年
金
を
受
給
さ
れ
る
方
は
、
給

付
金
も
併
せ
て
請
求
が
必
要
で
す
。
な
お
、

既
に
給
付
金
を
受
給
し
て
い
て
、
引
き
続
き

■接種対象者
　初回接種を終了した生後６か月以上の方
※前回の接種から３か月以上の間隔を空けて、１人
　１回接種を受けることができます。

■使用するワクチン
　オミクロン株XBB.1.5に対応した１価ワクチン

■予約開始
　９月11日○月 から
※接種は９月20日○水 から実施。接種券が届いた方
　から予約をお願いします。

■接種券の発送について
　前回接種日を基準に、接種
　対象者全員に順次発送
※接種券は緑色で、長形３号

　の封筒で住民票のある住所地に届きます。

■予約方法
　ウェブ予約、市コールセンター☎0120‐125‐
226または市内医療機関（電話または窓口）で
※接種を実施する医療機関や予約方法等、詳しくは
　市HPまたは広報つるおか10月号折込みをご覧く
　ださい。

■その他
　新型コロナワクチンとインフルエンザワクチンは
同時に接種できます。
　ただし、インフルエンザワクチン以外のワクチン
と新型コロナワクチンは同時に接種できません。片
方のワクチンを受けてから２週間後に接種できます。

■問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（にこ♥ふる）☎25‐2111内線378

 新型コロナワクチン接種のお知らせ（令和５年８月14日現在） 
９月20日○水 から「令和５年秋開始接種」を実施します

詳しくは市HP

医
療

福
祉

年
金
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■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0156

誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して
９月10日～16日は自殺予防週間です

要
件
を
満
た
す
方
は
、
手
続
き
が
原
則
不
要

で
す

■
支
給

金
額
は
、
保
険
料
納
付
期

間
や
所
得
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
年
金
と

同
じ
日
・
同
じ
口
座
に
、
年
金
と
は
別
に
振

り
込
ま
れ
ま
す
（
要
件
に
該
当
し
て
い
れ
ば
、

継
続
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
）。
原
則
、
請
求

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
速
や
か
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23

‐
５
０
４
０
、
本
所
国
保
年
金

課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
制
度

母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
経
済
的
自

立
を
助
け
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
貸
付
制
度
で
す
。
子
供

の
入
学
準
備
、
高
校
・
大
学
等
の
授
業
料
に

充
て
る
資
金
や
、
親
が
就
職
等
の
た
め
に
技

能
を
習
得
す
る
際
の
資
金
等
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
方
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
貸
付
け
に
は
審
査
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■対
母
子
・
父
子
福
祉
資
金
…
20
歳
未
満
の
子

供
を
扶
養
し
て
い
る
、
配
偶
者
の
い
な
い
方

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方

寡
婦
福
祉

資
金
…
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
と
し
て
20
歳

未
満
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
た
女
性
ま
た
は

配
偶
者
の
い
な
い
40
歳
以
上
の
女
性
（
未
婚

を
除
く
）
■申
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
26
‐

　自殺の背景には、精神保健上の問題だけでなく、様々な社会的要因があることが知られています。
　自殺予防週間を機に、一人ひとりが「いのち」の大切さを理解し、健やかに安心して暮らせる「誰
も自殺に追い込まれることのない社会」の実現を目指して、できることを考えましょう。

■こころのサポーターの役割

※市では、団体や企業に伺ってこころのサポーターな
　どについてお話しする「こころの健康づくり出前講
　座」を実施しています。

変化に気付いて
声を掛ける

気付き 傾聴

つなぎ 見守り

相手の気持ちを
尊重し、耳を傾ける

早目に専門家に
相談するよう促す

温かく寄り添い
ながら見守る

■身近な人の「こころのＳОＳ」に気付いたら
身近に、悩みや問題を抱えてつらい思いをしてい
る人はいませんか？
　一人ひとりが、〝こころのサポーター〟として、
身近な人の様子を気に掛け、「こころのSО S」に
気付くことが命を守ることにつながります。

こんなサインは要注意‼
口数が減って元気がない

孤立している

「消えてしまいたい」「死にたい」などと言う

大量のお酒を飲むようになる

自分の健康を顧みない

友だち登録

まもろうよ こころ
（厚生労働省）

▽  こころの健康相談統一ダイヤル

　　0
おこなう

570‐0
まもろうよ

64‐5
こころ

56
　９月10日○日～16日○土
　午前９時～午後５時
※通常は月曜～金曜日午前９時～正午、
　午後１時～５時。

▽  こころの健康相談＠山形
　（ＬＩＮＥ相談）
　午後６時30分～10時

■その他のこころの健康相談先
　詳しい情報や相談先一覧は市HPで

▲

▽  厚生労働省「まもろうよ こころ」
子供向けの相談窓口など様々な相談
　窓口（電話相談・ＳＮＳ相談）を紹
　介しています。

▽  若者向けの
　メンタルヘルスサイト
心の病気になった方の体験談やスト
　レスへの対処方法を紹介しています。

こころも
メンテしよう
（厚生労働省）

■電話やＳＮＳを活用して相談できます

子
育
て
・
教
育
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た
、
万
が
一
に
備
え
、
労
災
保
険
や
任
意
保

険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
前
に
安
全
確
認
、
環
境
整
備
を

▽
作
業
に
適
し
た
服
装
で

▽
点
検
整
備
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て

▽
計
画
的
な
作
業
で
、
適
度
な
休
憩
を

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

農
業
者
等
に
事
前
調
査
を
実
施
し
ま
す

令
和
６
年
度
農
業
関
係
補
助
事
業

市
で
は
、
農
業
関
係
補
助
事
業
と
し
て
農

業
用
機
械
や
園
芸
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
の

導
入
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
業
者
等
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
今
後
も
よ
り
的
確
な
支

援
を
行
う
た
め
に
、
事
前
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
令
和
６
年
度
に
補
助
事
業
の
活
用
を
検

討
し
、
詳
し
い
情
報
の
提
供
を
希
望
す
る
方

は
、
調
査
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
９

月
15
日
○金
ま
で
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９

７
、
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課

ま
た
は
Ｊ
Ａ
営
農
担
当
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
は
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
対
策

推
進
月
間
」

地
球
温
暖
化
防
止
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の
た

め
、
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
等
フ
ロ
ン
類

を
用
い
た
家
電
製
品
の
処
分
を
適
切
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
務
用
エ
ア
コ
ン
・
冷

凍
冷
蔵
庫
の
廃
棄
時
に
は
、
知
事
の
登
録
を

受
け
た
専
門
業
者
に
よ
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収

が
必
要
で
す
（
整
備
時
に
フ
ロ
ン
類
の
回
収

業
建
設
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

目
撃
し
た
場
所
が
民
家
に
近
い
場
合
は
、

警
察
署
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
支
援
し
ま
す

市
で
は
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

の
防
止
を
図
る
た
め
、
農
業
者
、
営
農
組
織
、

生
産
組
合
等
を
対
象
に
次
の
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▽
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
推
進
事
業
…
電
気
柵

の
購
入
に
掛
か
る
費
用
の
２
分
の
１
以
内
を

補
助

▽
鳥
獣
被
害
防
止
地
域
活
動
支
援
事
業
…
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
の
活
動
経
費
を
補
助

▽
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
…
防
鳥
ネ
ッ
ト
、
侵

入
防
止
柵
の
購
入
に
掛
か
る
費
用
の
２
分
の

１
以
内
を
補
助

▽
狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業
…
狩
猟
免
許
・

銃
所
持
許
可
の
取
得
に
掛
か
る
費
用
の
２
分

の
１
以
内
を
補
助

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

■他
各

事
業
上
限
あ
り
。
来
年
度
の
事

業
実
施
に
向
け
て
の
要
望
等
は

９
月
29
日
○金
ま
で
受
け
付
け

秋
の
収
穫
作
業
中
の
事
故
に
注

意
し
ま
し
ょ
う

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
は
「
令
和

５
年
秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
」
期
間
で

す
。
次
の
こ
と
に
留
意
し
、
秋
作
業
等
で
の

農
作
業
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま

る▽
道
に
迷
っ
た
ら
む
や
み
に
動
き
回
ら
な
い

▽
早
く
出
掛
け
早
く
帰
る

▽
熊
に
注
意
し
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出

る
物
を
携
帯
す
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

由
良
漁
港
で
実
施
し
ま
す

山
形
県
合
同
海
難
救
助
訓
練

■日
９
月
16
日
○土
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

■他

当
日
午
前
７
時
〜
午
後
１
時
は
由
良
漁
港
へ

の
立
入
り
不
可

熊
の
出
没
に
注
意

秋
を
迎
え
る
と
熊
は
冬

眠
に
備
え
、
食
べ
物
を
求

め
て
活
発
に
行
動
し
ま
す
。

特
に
夕
方
と
早
朝
は
、
遭

遇
す
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
山
や
山
際
の
農

地
に
出
掛
け
る
際
は
、
鈴
、

笛
、
ラ
ジ
オ
等
、
音
の
よ

く
出
る
物
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
熊
は
蜂
蜜
が
好
物
な
の
で
、
蜂
の

巣
は
撤
去
し
ま
し
ょ
う
。
未
収
穫
の
野
菜
や

果
物
等
は
、
熊
を
呼
び
寄
せ
る
餌
に
な
る
た

め
、
残
さ
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

一
度
食
べ
る
と
連
続
し
て
出
没
す
る
傾
向
が

あ
る
未
収
穫
の
柿
は
、
非
常
に
危
険
で
す
。

熊
を
目
撃
し
た
場
合
は
、
刺
激
し
な
い
よ

う
に
そ
の
場
を
離
れ
、
本
所
農
山
漁
村
振
興

課
☎
35
‐
１
２
９
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産

０
１
７
６

不
動
産
公
売（
農
地
）の
お
知
ら
せ

期
間
中
に
郵
送
や
持
ち
込
み
で
の
入
札
が

可
能
な
「
期
間
入
札
」
の
形
式
で
行
い
ま
す
。

入
札
に
は
、
農
業
委
員
会
発
行
の
買
受
適
格

証
明
が
必
要
で
す
。

■日
10
月
23
日
○月
午
前
９
時
〜
27
日
○金
午
後
５

時
（
期
限
内
必
着
）
■問
本
所
納
税
課
☎
35

‐
１
１
８
２

■他
市
HP

９
月
21
日
〜
30
日
は

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

日
没
が
早
ま
る
秋
以
降
は
、

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け

て
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し

ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

キ
ノ
コ
採
り
の
事
故
に
注
意
!!

次
の
こ
と
を
守
り
、
遭
難
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
一
人
で
出
掛
け
な
い

▽
行
き
先
や
帰
る
時
間
を
家
族
に
知
ら
せ
て

か
ら
出
発
す
る

▽
携
帯
電
話
等
を
持
ち
通
信
手
段
を
確
保
す

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

生
活
・
そ
の
他
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が
必
要
な
場
合
も
同
様
）。
地
球
環
境
に
優

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
26
‐
０
１
３
９

飼
う
前
も
、
飼
っ
て
か
ら
も
考
え
よ
う

９
月
20
日
〜
26
日
は「
動
物
愛
護
週
間
」

▽
飼
い
主
は
動
物
を
終
生
大
切
に
飼
い
、
正

し
い
知
識
と
責
任
を
持
っ
て
育
て
ま
し
ょ
う

（
動
物
の
虐
待
・
遺
棄
は
犯
罪
で
す
）

▽
繁
殖
を
望
ま
な
い
・
産
ま
れ
て
も
自
分
で

育
て
ら
れ
な
い
場
合
は
動
物
病
院
等
で
不
妊

・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

▽
毎
日
の
世
話
を
通
し
て
健
康
管
理
を
し
、

動
物
の
種
類
に
合
っ
た
快
適
な
環
境
を
整
え

ま
し
ょ
う

▽
マ
ナ
ー
良
く
、
近
隣
の
人
に
迷
惑
を
掛
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽
盗
難
や
迷
子
を
防
ぐ
た
め
、
首
輪
や
迷
子

札
を
付
け
る
な
ど
所
有
者
を
明
ら
か
に
し
ま

し
ょ
う

■問
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）☎
35
‐
０
１
４
６

■他
ど
う
し
て
も
飼
え
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

は
庄
内
保
健
所
生
活
衛
生
課
☎
66
‐
４
７
４

８
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
新
し
い
飼
い
主
を

探
す
た
め
の
掲
示
板
も
設
け
て
い
ま
す

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日
現
在
で

「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

住
生
活
に
関
す
る
最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な

調
査
で
、
全
国
約
３
４
０
万
世
帯
を
対
象
と

し
た
大
規
模
な
調
査
で
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、
９
月
下

#67

ふ
じ
し
ま
夏
ま
つ
り
の
翌
朝
、
締
切
り

が
迫
っ
た
原
稿
を
書
く
た
め
に
机
に
向
か

う
。
さ
な
が
ら
夏
休
み
の
宿
題
の
よ
う
な

も
の
で
、
少
年
時
代
を
思
い
出
す
。
夏
休

み
に
入
る
と
、
最
初
は
計
画
的
に
、
早
目

に
宿
題
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
ス
タ
ー
ト
の

勢
い
は
良
く
、
最
初
の
数
日
で
か
な
り
の

分
量
を
こ
な
す
。
そ
れ
で
も
、
自
由
研
究

や
読
書
感
想
文
、
残
さ
れ
た
宿
題
、
始
業

式
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
感
じ
た
何
と
も
言

え
な
い
夏
の
終
わ
り
。
近
頃
は
夏
休
み
の

宿
題
が
な
い
学
校
が
あ
る
と
い
う
。
羨
ま

し
い
、
と
思
い
つ
つ
、
な
る
ほ
ど
、
自
ら

課
題
設
定
を
す
る
人
を
育
て
る
の
だ
と
い

う
、
時
代
も
変
わ
っ
た
も
の
だ
。

8
月
１
日
、
総
務
省
が
令
和
4
年
度
に

お
け
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
実
績
を
発

表
し
た
。
本
市
に
対
す
る
寄
附
額
は
17
・

５
億
円
と
な
り
、
県
内
順
位
で
初
の
ト
ッ

プ
テ
ン
入
り
（
９
位
）
を
果
た
し
、
東
北

全
体
で
も
16
位
と
な
っ
た
。
今
年
度
も
好

調
を
維
持
し
て
い
る
。

8
月
2
日
の
市
長
定
例
記
者
会
見
で
は
、

Ｊ
Ｒ
Ｅ
鶴
岡
八
森
山
風
力
発
電
所
に
お
け

る
絶
滅
危
惧
種
ク
マ
タ
カ
の
風
車
へ
の
衝

突
（
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
）
の
可
能
性

事
案
の
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
が
、
そ
の

日
、
今
ま
で
に
は
な
い
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
を
造
成
し
た
こ
と
を
発
表
し
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
は
全

国
初
と
な
る
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
機
、
そ
し

て
、
鶴
岡
市
と
し
て
初
め
て
の
電
子
機
器

の
返
礼
品
で
も
あ
る
商
品
の
取
扱
い
を
開

始
し
た
の
だ
。
全
国
初
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
新
聞
と
と
も
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

総
合
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
で
も
取
り
上
げ
て

い
た
だ
い
た
。
返
礼
品
を
製
造
す
る
の
は
、

今
年
50
周
年
を
迎
え
た
鶴
岡
中
央
工
業
団

地
の
中
核
企
業
で
あ
る
Ｊ
Ｖ
Ｃ
ケ
ン
ウ
ッ

ド
山
形
さ
ん
。
業
務
用
無
線
機
や
通
信
機

器
応
用
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
主
力
工
場
と
し

て
稼
働
し
て
い
る
。
市
で
は
製
造
現
場
の

皆
さ
ん
の
様
子
や
、
製
造
に
関
わ
る
方
々

の
お
話
を
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
も
発
信
し
て

い
る
。
市
民
の
皆
様
に
も
、
愛
好
者
か
ら

熱
い
視
線
を
受
け
る
高
級
機
種
が
地
元
の

技
術
で
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ぜ
ひ

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

8
月
4
日
、
鶴
岡
市
西
目
で
の
土
砂
災

害
復
旧
工
事
の
安
全
祈
願
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
復
旧
工
事
で
は
、
県
と
市
で
合
わ
せ

て
６
万
㎥
を
超
え
る
土
砂
を
搬
出
す
る
必

要
が
あ
り
、
ま
た
、
現
場
に
残
さ
れ
た
約

３
、１
０
０
㎥
の
が
れ
き
を
処
分
す
る
必

要
が
あ
る
。
避
難
指
示
の
解
除
に
当
た
っ

て
は
、
県
が
担
当
す
る
第
1
工
区
の
約

1
万
６
、０
０
０
㎥
の
排
土
工
の
進
捗
が

カ
ギ
と
な
る
。
猛
暑
の
中
、
現
場
作
業
員

の
方
の
健
康
と
安
全
、
着
実
な
工
事
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
た
。

8
月
6
日
の
ふ
じ
し
ま
夏
ま
つ
り
で
は

鶴
岡
伝
統
芸
能
祭
が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち

も
出
演
す
る
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
る
猛

暑
日
の
た
め
、急
き
ょ
取
り
や
め
に
。日
々

変
わ
る
天
候
の
中
で
、
健
康
を
第
一
に
臨

機
応
変
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

現
場
の
行
政
の
難
し
さ
を
感
じ
た
。

そ
の
日
の
朝
、
テ
レ
ビ
の
前
で
黙
と
う

を
し
た
。
被
爆
78
年
の
広
島
で
の
平
和
祈

念
式
典
で
強
く
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
核

抑
止
論
へ
の
厳
し
い
批
判
だ
っ
た
。
核
に

よ
る
威
嚇
を
行
う
為
政
者
が
い
る
と
い
う

現
実
、
核
兵
器
国
に
よ
る
非
核
兵
器
国
へ

の
侵
略
を
止
め
ら
れ
な
い
現
状
の
中
で
、

核
抑
止
論
は
破
綻
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
、
私
た
ち
は
夏
の
宿
題
と
し
て
真
剣
に

受
け
止
め
、
未
来
へ
の
責
任
の
た
め
に
結

論
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旬
か
ら
調
査
員
が
書
類
の
配
布
に
伺
い
ま
す
。

■
回
答
方
法

▽
ウ
ェ
ブ
で
回
答

▽
紙
の

調
査
票
を
郵
送
ま
た
は
調
査
員
に
提
出

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線

６
５
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ

 令和６年度市ごみ収集カレンダー（来年３月頃配布）
  有料広告を募集します

■問廃棄物対策課☎22‐2848

■カレンダー規格
Ｂ３判両面
■広告募集数等
学区・地域区分ごとに
　10枠ずつ募集

■申込み
10月31日○火まで同課へ
■その他
    １枠当たりの掲載料や　
　規格等詳しくは市ＨHP
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平
和
を
願
い

絵
を
描
き
続
け
る

三浦恒祺
scene08

Tsuneki Miura
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を
描
く
こ
と
が
小
学
生
の
頃
か
ら

好
き
だ
っ
た
と
語
る
洋
画
家
の
三

浦
恒
祺
さ
ん
。
５
歳
で
広
島
に
移
り
住
み
、

１
９
４
５
年
8
月
6
日
の
朝
に
投
下
さ
れ

た
原
爆
の
被
害
に
遭
っ
た
の
は
15
歳
の
と

き
で
し
た
。

 

「
私
は
広
陵
中
学
校（
現
在
の
広
陵
高
校
）

の
２
年
生
で
、
当
日
は
事
務
用
品
な
ど
を

運
ぶ
勤
労
奉
仕
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

と
き
は
爆
心
地
か
ら
約
４
㎞
離
れ
た
辺
り

で
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

急
に
ピ
カ
ッ
と
閃
光
が
放
た
れ
た
か
と
思

う
と
、
大
き
な
爆
発
音
と
爆
風
が
辺
り
を

包
み
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
は
何
が
起
き
た

の
か
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
乗
っ

て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
は
爆
心
地
の
近
く
を
通

っ
て
き
た
の
で
、
も
う
10
分
出
発
が
遅
か

っ
た
ら
、
恐
ら
く
生
き
て
い
な
か
っ
た
」。

　

訳
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
荷
物
を
下
ろ
す

作
業
を
終
わ
ら
せ
、
午
後
に
な
り
元
来
た

道
を
ト
ラ
ッ
ク
で
戻
る
と
、
朝
に
通
っ
た

と
き
と
は
変
わ
り
果
て
た
光
景
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
す
。
爆
心
地
の
近
く
に
な
る

と
道
路
も
塞
が
れ
、
歩
い
て
学
校
に
向
か

う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
途
中
の
出
来
事
が

ず
っ
と
頭
か
ら
離
れ
な
い
と
言
い
ま
す
。

 

「
全
く
動
か
な
い
人
も
い
る
中
で
、
衣
服

と
皮
膚
が
混
ざ
り
合
う
よ
う
に
や
け
ど
を

を
し
て
い
る
人
が『
水
を
く
れ
ま
せ
ん
か
』

と
手
を
前
に
出
さ
れ
る
ん
で
す
。
私
は
水

筒
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
『
す
み
ま
せ
ん
、

持
っ
て
い
ま
せ
ん
』
と
お
断
り
を
し
な
が

ら
通
り
抜
け
る
し
か
な
か
っ
た
。
あ
の
と

き
一
滴
で
も
水
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
て

い
た
ら
、
ど
ん
な
に
喜
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う

と
、
今
で
も
悔
や
ま
れ
ま
す
」。

　

終
戦
と
と
も
に
、
両
親
の
ふ
る
さ
と
で

あ
る
鶴
岡
に
移
住
。
高
校
を
卒
業
し
銀
行

で
働
き
な
が
ら
油
絵
を
始
め
ま
す
。

 

「
最
初
は
、
専
ら
庄
内
の
風
景
が
題
材
で

し
た
。
そ
の
中
で
私
の
被
爆
体
験
を
絵
に

し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

あ
ま
り
に
も
テ
ー
マ
が
大
き
く
、
な
か
な

か
描
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　

抽
象
な
ら
描
け
る
だ
ろ
う
と
、
原
爆
投

下
か
ら
16
年
た
っ
た
１
９
６
１
年
に
１
作

目
に
取
り
組
み
完
成
さ
せ
ま
し
た
が
、
２

作
目
を
描
く
ま
で
は
そ
れ
か
ら
更
に
34
年

か
か
り
ま
し
た
。
終
戦
か
ら
ち
ょ
う
ど
50

年
た
っ
た
１
９
９
５
年
の
こ
と
で
す
。

 

「
２
作
目
を
描
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、
被
爆
者
健
康
手
帳
を
取
得
し
、
被
爆

者
の
会
に
入
会
し
た
こ
と
で
す
。
会
に
は

私
よ
り
大
変
な
体
験
を
さ
れ
た
方
も
い
て
、

い
ろ
ん
な
話
を
聞
い
て
、
刺
激
を
も
ら
っ

た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
私
に
描
け
る
絵
を

描
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」。　

　

今
で
は
原
爆
作
品
は
46
作
品
あ
り
、
内

３
点
は
寄
贈
し
、
43
作
品
が
本
人
の
元
に
。

 

「
手
元
に
あ
る
『
原
爆
の
形
象
』
作
品
全

て
を
一
挙
に
展
示
し
た
の
は
今
回
が
初
め

て
で
、
私
自
身
も
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
。

こ
れ
が
幾
ら
か
で
も
平
和
を
発
信
す
る
こ

と
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
」。

　

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
願
い
な
が

ら
、
三
浦
さ
ん
は
今
日
も
描
き
続
け
ま
す
。

三浦恒祺 （みうら・つねき）さん（93）
東京都出身。父の転勤で広島に移り、1945年に
被爆。終戦とともに両親のふるさとである鶴岡に
移住。鶴岡中学校、鶴岡第一高校を卒業後、荘内銀
行入行。白 社や光陽会に所属し数多くの作品を
発表。モダンアート展や光陽展等で受賞多数。致
道博物館等で個展を開催。1995年に被爆者の会
に入会。健康の秘けつは毎日少しずつ飲む日本酒。

 
絵

▲ 原爆の形象　№１
　（1961年／広陵高校〈広島県〉蔵）
　 原爆を描いた最初の作品。原爆の
恐ろしさが色からも伝わる。

▲ ８月５日に致道博物館で行われたアーティストトーク。集まった参加者
は、三浦さんの話に真剣に耳を傾けていました。三浦恒祺展は「庄内の
憧憬」をテーマに展示替えをして、９月18日（月）まで同館で開催中です。

▲ 原爆の形象　№46　ICAN.Ⅸ
　（2023年／本人蔵）
　 原爆の形象の最新作。色合いも明
るくなり、平和を印象付ける。
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東北地方の６県と新潟県から、62隊293人の消防救助
隊員が参加。要救助者を抱えて救出したり、高所をロー
プで渡ったりする「障害突破」「引揚救助」「ロープブリ

ッジ救出」の３種目で、日々鍛えてきた救助技術を競い
合いました。日頃の訓練風景などは、鶴岡市
消防本部公式インスタグラムで発信中です。

東北地区支部 消防救助技術指導会が鶴岡で開催鶴岡｜７.26

ふじしま夏まつり藤島｜８.６

３年ぶりに開催され、今年で41回目を迎えました。魚
のつかみどりなど、子供たちが夢中になる企画も盛り
だくさん。「藤ろっく祭」では、地元消防団メンバー
で結成されたバンド・翔BOØWYと物まね芸人・じ

ぐろ京介さんのライブが開催され、熱く盛り上がりま
した。後半には、地元産の肉を焼いて食べる「焼肉フェ
スティバル」を楽しみながら、各地域の伝統芸能が披
露されるなど、一日を通し多くの人でにぎわいました。
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２日間の探求！つるおかミライ会議

鶴岡で「暮らす」「働く」ミライを思い描く大学生等23
人が参加。市内で活躍する先輩の話を聞いて、将来
の自分のキャリアと鶴岡の未来を話し合いました。

鶴岡｜８.８・９

大鳥の自然の中でジュニアキャンプ

あさひ小の６年生20人が参加し、カヌー体験や肝
試しで夏を満喫。「カッパ大運動会」ではスタッフの
中高生が応援の水を掛け、暑さを吹き飛ばしました。

朝日｜７.29～30

図書館講座「ふしぎなセミの世界」

昆虫写真家の高嶋清明さんが、セミの体の仕組みや
観察方法を伝授。撮影したスローモーション動画で、
肉眼では捉えられない世界を見せてくれました。

鶴岡｜７.22

松ヶ岡茶　茶摘み＆紅茶作り体験

緑がまぶしい茶畑で、暑さに負けず茶摘みを楽しみ
ました。参加者は、お茶作りの大変さと面白さを感
じながら、熱心に丁寧に新芽を摘んでいました。

羽黒｜７.22・23

鶴岡市・曽於市 友好都市間青少年交流事業

友好都市である鹿児島県曽於市の小学生～高校生12
人が来鶴。旧温海町との交流の契機となった戊辰戦争
について学び、しな織やシーカヤック体験など地域の

文化に触れました。念珠関辨天太鼓子供会との交流会
では互いの地域紹介を行い、産業や食べ物等について
両市の特色の違いなど、文化の多様性を学びました。

温海｜７.31～８.３
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道
の
駅「
あ
つ
み
」し
ゃ
り
ん

の
イ
ベ
ン
ト

■日
▽
期
間
限
定
の
魚
屋
「
さ
が
な
ぁ
や
」

オ
ー
プ
ン
…
９
月
７
日
○木
〜
26
日
○火

▽

紅
え
び
フ
ェ
ア
…
16
日
○土
〜
18
日
○月

▽

底
引
き
漁
ま
つ
り
…
23
日
○土

■時
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■場
・
■問
し
ゃ

り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
事
業
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
１
０
０

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

■日
９
月
１
日
○金
〜
11
月
30
日
○木

■
対
象

施
設

鶴
岡
エ
リ
ア
18
か
所
、
酒
田
・
三

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■費がないものは原則無料です。
■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

催
し

川
・
庄
内
・
遊
佐
エ
リ
ア
11
か
所

■内
庄

内
各
地
の
対
象
施
設
を
巡
り
、
３
つ
の
ス

タ
ン
プ
を
押
し
た
方
に
記
念
品
を
進
呈

■問
本
所
政
策
企
画
課
内
「
酒
井
家
庄
内
入

部
４
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
事

務
局
☎
35
‐
１
１
８
４

■他
対

象
施
設
等
詳
し
く
は
HP

９
月
10
日「
下
水
道
の
日
」に

ち
な
ん
だ
作
品
展
示

■日
９
月
８
日
○金
〜
19
日
○火

■時
・
■場
市
役

所
上
下
水
道
部
庁
舎
…
月
曜
〜
金
曜
日
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

水
道
資

料
館
…
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■内
下
水

道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
展
示

■問
同
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

■他

市
HP鶴

岡
田
川
地
区
児
童
生
徒

考
案
創
作
展

■日
９
月
８
日
○金
〜
10
日
○日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

■場
勤
労
者
会
館

■内
児
童
生
徒

が
夏
休
み
に
制
作
し
た
ア
イ
デ
ア
作
品
等

を
展
示

■問
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）

☎
57
‐
４
８
６
５

リ
バ
イ
バ
ル
〜
再
び
始
ま
る
地
域
と
看
護
を
つ
な
ぐ
看
学
祭
〜

荘
内
看
護
専
門
学
校「
看
学
祭
」

■日
９
月
10
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■内
レ
モ
ネ
ー
ド
ス
タ
ン
ド
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
、学
校
紹
介
、ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ
、血
圧
測
定
、ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
試
着
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ビ
ン
ゴ

大
会
等

■場
・
■問
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９

鶴
岡
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
１
９
７
８
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

■日
９
月
８
日
○金
午
後
６
時
30
分

■場
松
山

城
址
館（
酒
田
市
）
■費
２
、５
０
０
円（
当

日
は
５
０
０
円
増
し
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
ま
す

こ
し
ゃ
っ
て
マ
ル
シ
ェ「
み
の
り
市
」

■日
９
月
10
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■場
市
役
所
櫛
引
庁
舎
南
側
緑
地
等

■内
農

産
物
・
雑
貨
等
販
売

山
形
県
少
年
の
主
張
大
会

鶴
岡
地
区
大
会

■日
９
月
10
日
○日
午
後
２
時

■場
消
防
本
部

■内
鶴
岡
市
と
三
川
町
の
中
学
生
が
熱
い
思

い
を
発
表

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐

１
２
０
４
ま
た
は
鶴
岡
警
察
署
生
活
安
全

課
☎
28
‐
０
１
１
０
へ

鶴
岡
市
高
齢
者
作
品
展

■日
９
月
14
日
○木
〜
18
日
○月
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
18
日
は
午
後
３
時
ま
で
）
■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

■問
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
☎
24
‐
８
６
４
０
ま
た
は
本
所

長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

六
十
里
越
街
道
歴
史
旅

「
ゆ
ど
の
詣
で
」全
行
程
を
歩
く

■日
９
月
16
日
○土
〜
18
日
○月
午
前
８
時
〜
午

後
５
時
（
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
、
18

日
は
午
後
４
時
ま
で
）
■場
・
■費
16
日
…

松
根
↓
田
麦
俣
・
３
、
０
０
０
円

17
日

…
田
麦
俣
↓
湯
殿
山
奥
の
院
・
３
、
８
０

０
円

18
日
…
湯
殿
山
有
料
道
路
料
金
所

↓
志
津
温
泉（
西
川
町
）・
２
、
３
０
０
円

■定
各
日
先
着
25
人

■持
昼
食
等

■申
９
月

８
日
○金
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光

協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

観
光
く
り
園
オ
ー
プ
ン

■日
９
月
16
日
○土
〜
10
月
中
旬
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

■費
大
人
…
２
０
０
円

小
・

中
学
生
…
１
０
０
円
（
別
途
ク
リ
代
）

■申
そ
ば
処
大
梵
字
☎
53
‐
３
４

１
３白

社
〈
特
別
企
画
〉

作
品
頒
布
会

■日
９
月
16
日
○土
・
17
日
○日
午
前
10
時
〜
午

後
７
時

■場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
（
フ
ー

デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
映
画
上
映
実
行
委
員
会

沖
縄
を
再
び
戦
場
に
さ
せ
な
い
映
画
会

■日
９
月
16
日
○土
午
後
２
時

■場
勤
労
者
会

館

■費
５
０
０
円

史
跡
松
ヶ
岡
開
墾
場
管
理
運
営

協
議
会
の
イ
ベ
ン
ト

▼
松
ヶ
岡
音
楽
祭
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
の
夕
べ

■日
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は
午
後
３
時
ま
で
）
▽
ス
テ
ー
ジ
部
門

…
24
日
○日
午
前
10
時

■問
同
館
☎
25
‐
１

０
５
０

▼
同
館
女
性
セ
ン
タ
ー

■日
▽
展
示
部
門

…
９
月
23
日
○土
・
24
日
○日
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
（
24
日
は
午
後
３
時
ま
で
）
■問

同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０

環
境
フ
ェ
ア
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■日
９
月
24
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

■内
自
宅
で
使

う
予
定
が
な
い
、
賞
味
期
限
に
余
裕
が
あ

る
食
品
の
寄
附
の
受
け
付
け

■問
廃
棄
物

対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

■他

市
HPせ

か
い
の
台
所
フ
ィ
リ
ピ
ン

料
理
〜
蘭
さ
ん
の
台
所
〜

■日
９
月
24
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■定
10
人

■師
佐
藤
蘭
氏
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
出

身
）
■費
１
、
５
０
０
円

■場
・
■申
９
月

９
日
○土
か
ら
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３

６
０
０
へ

鶴
岡
市
北
前
船
日
本
遺
産
推
進
協
議
会

北
前
船
の
魅
力
に
迫
る
！

▼
北
前
船
親
子
講
座

■日
９
月
24
日
○日
午

後
１
時
30
分

■場
渚
の
交
番
カ
モ
ン
マ
ー

レ
等

■対
小
学
５
年
・
６
年
生
と
そ
の
保

護
者
先
着
10
組

■内
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
講
座
、
加

茂
の
ま
ち
歩
き

■費
１
人
３
０
０
円

■申

９
月
８
日
○金
ま
で

▼
北
前
船
セ
ミ
ナ
ー
in
善
寳
寺

■日
10
月

９
月
17
日
○日
午
後
５
時

■定
先
着
60
人

■
出
演

松
本
健
一
、
若
林
美
沙

■申
代

表
者
氏
名
、
連
絡
先
、
人
数
を
明
記
し
、

同
協
議
会
FAX
64
‐
１
３
３
１
ま
た
は
HP
で

▼
松
ヶ
岡
開
墾
場
サ
ム
ラ
イ
シ
ル
ク
ナ
イ

ト
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
９
月
23
日
〜
10
月

９
日
の
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
日
没
〜
午

後
８
時
30
分

▼
松
ヶ
岡
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ス
＆
秋
の
収
穫

祭
マ
ル
シ
ェ

■日
９
月
30
日
○土
、
10
月
１

日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
１
日
は
午

後
３
時
ま
で
）
■内
多
彩
な
分
野
の
作
家

の
作
品
を
展
示
・
販
売

▼
共
通

■場
同
開
墾
場

■問
同

協
議
会
☎
64
‐
１
３
３
１

市
内
公
共
交
通
の
紹
介
も
あ
り
ま
す

「
バ
ス
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

■日
９
月
18
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■場
エ
ス
モ
ー
ル

■内
路
線
バ
ス
市
内
循
環

線
１
日
無
料
、バ
ス
車
両
展
示
・
体
験
乗
車

・
乗
り
方
教
室
等

■問
庄
内
交
通
㈱
☎
22

‐
２
６
０
８

■他
小
学
生
バ
ス
の
絵
コ
ン

テ
ス
ト
展
示（
■日
９
月
16
日
○土
〜
24
日
○日
）

シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会

■日
９
月
18
日
○月
午
後
１
時

■場
囲
碁
サ
ロ

ン
鶴
岡

中
央
公
民
館
文
化
祭

▼
同
館

■日
▽
展
示
部
門
…
９
月
22
日
○金

〜
24
日
○日
午
前
9
時
〜
午
後
４
時
（
24
日

会

３
時
15
分
…
講
演
（
■師
小
林
好
雄
氏

〈
ク
レ
ー
ド
ル
編
集
長
〉）
■場
致
道
館
、

荘
内
神
社
参
集
殿

■他
各
定
員
あ

り
ぎ
ん
ざ
秋
ま
つ
り
×
庄
内
酒

ま
つ
り
同
時
開
催

■日
９
月
30
日
○土

■内
食
ブ
ー
ス
、
酒
ブ
ー

ス
、
き
き
酒
選
手
権
等

■問
鶴
岡
銀
座
商

店
街
振
興
組
合
☎
22
‐
２
２
０

２

■他
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー　
　
　

き
の
こ
ま
つ
り

■日
10
月
１
日
○日
〜
22
日
○日
の
毎
週
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日

■内
き
の
こ
汁
・
あ
ん
こ

餅
・
山
の
幸
販
売
等

■場
・
■問
産
直
あ
さ

ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
10
月
１
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分

■場
消
防
本
部

■内
消
防
音
楽
隊

演
奏
会
、Ａ
Ｅ
Ｄ
・
心
肺
蘇そ

生
法
体
験
、子

供
レ
ス
キ
ュ
ー
・
放
水
体
験
等

■問
消
防

本
部
総
務
課
☎
22
‐
８
３
３
０

■他
市
HP

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
10
月
の
日
程
〉

▼
遠
州
流
茶
会

■日
10
月
１
日
○日
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム

■費
８
０
０
円

▼
錦
心
流
琵
琶
鶴
岡
支
部
演
奏
会

■日
１

日
○日
午
後
１
時
30
分

■場
中
央
公
民
館

15
日
○日
午
後
１
時

■場
善
寳
寺

■対
市
内

在
住
の
方
先
着
40
人

■内
講
話
、
祈
祷
、

五
百
羅
漢
像
拝
観
・
公
開
修
復
等

■費
拝

観
料
５
０
０
円

■申
９
月
29
日
○金
ま
で

▼
北
前
船
ゆ
か
り
の
ま
ち
な
か
め
ぐ
り

■日
10
月
26
日
○木
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
致
道
博
物
館
集
合
）
■場
同
館
、
善
寳
寺
、

加
茂
地
区

■対
市
内
在
住
の
方
先
着
20
人

■費
１
、
０
０
０
円

■申
10
月
10
日
○火
ま
で

▼
共
通

■申
本
所
観
光
物
産
課
内
「
同
協

議
会
」
事
務
局
☎
35
‐
１
３
０
１

ス
テ
ラ
の
会
星
を
見
る
会
「
中
秋
の

名
月
に
向
け
て
〜
秋
の
星
座
の
物
語
」

■日
９
月
26
日
○火
午
後
７
時

■場
中
央
公
民

館

■内
解
説
、
観
望

■費
３
０
０
円

■問

同
会

■他
中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
。
別

途
資
料
代
（
１
０
０
円
）

山
の
活
動
体
験
事
業

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
林
太
郎
」

■日
９
月
30
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■内
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
目
立
て
・
整
備
講
習
、

伐
採
作
業
実
習

■費
１
、
５
０
０
円

■場

・
■申
９
月
20
日
○水
ま
で
温
海
町
森
林
組
合

☎
43
‐
２
３
１
３
へ

致
道
館
の
日
式
典
・
講
演
会

■日
９
月
30
日
○土

■時
・
■内
午
後
１
時
…
孔

子
祭
、式
典
、講
話「
致
道
館
の
日
に
寄
せ

て
」
宮
崎
吉
成
氏
（
朝
暘
四
小
校
長
）
２

時
45
分
…
児
童
・
生
徒
の
論
語
作
文
発
表

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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▼
佳
陽
会
日
本
画
展

■日
10
月
３
日
○火
〜

９
日
○月
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
３
日
は

午
後
２
時
か
ら
）
■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム

▼
鶴
岡
市
合
同
短
歌
会

■日
５
日
○木
午
前

11
時
30
分
〜
午
後
４
時

■場
図
書
館
本
館

■費
２
、
０
０
０
円

▼
裏
千
家
秋
の
茶
会

■日
15
日
○日
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

■場
荘
内
神
社
参
集
殿

■費
１
、
５
０
０
円

▼
つ
る
お
か
小
品
盆
栽
展

■日
19
日
○木
〜

21
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
21
日
は

午
後
４
時
ま
で
）
■場
中
央
公
民
館

▼
朝
日
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
合
同
展

■日

20
日
○金
〜
11
月
５
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後

９
時
（
５
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
■場
朝

日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
各
流
派
合
同
い
け
ば
な
展

■日
21
日
○土

・
22
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分

（
22
日
は
午
後
５
時
ま
で
）
■場
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

■費
３
０
０
円
（
中
学
生

以
下
無
料
。
団
体
割
引
あ
り
）

▼
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
フ
ラ
メ
ン
コ
ス
タ
ジ
オ
鶴

岡
25
年
記
念
公
演

■日
22
日
○日
午
後
２
時

■場
中
央
公
民
館

■費
３
、
０
０
０
円

▼
佳
興
の
会
公
演

■日
22
日
○日
午
後
３
時

■場
佳
興
堂

▼
庄
内
文
化
セ
ン
タ
ー
写
真
教
室
写
真
展

■日
25
日
○水
〜
29
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
５

時

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
飛
雲
会
展

■日
26
日
○木
〜
29
日
○日
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
29
日
は
午
後
３

時
ま
で
）
■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
秋
季
さ
つ
き
盆
栽
展

■日
27
日
○金
〜
29

日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
27
日
は
午

前
10
時
か
ら
）
■場
中
央
公
民
館

▼
表
現
舎
刻
一
刻

劇
団
夢
一
座
特
別
記

念
公
演

■日
29
日
○日
午
前
11
時
〜
午
後
４

時

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

■費
指
定
席
２
、

５
０
０
円
、
自
由
席
２
、
０
０
０
円

▼
日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会
吟
詠
大
会

■日
29
日
○日
午
後
１
時

■場
中
央
公
民
館

▼
共
通

■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
☎
57

‐
２
０
０
８

■他
HP

好
き
な
本
を
持
ち
寄
っ
て
語
り
合
う

秋
、
丙
申
堂
で
読
書
会

■日
10
月
１
日
○日
午
後
１
時
30
分

■場
丙
申

堂

■定
先
着
30
人

■費
５
０
０
円

■申
９

月
20
日
○水
ま
で

重
要
文
化
財
羽
黒
山
鐘
楼

保
存
修
理
工
事
見
学
会

■日
10
月
７
日
○土
午
前
11
時
・
11
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
・
２
時

■場
羽
黒
山
頂

■定
各
回
先
着
10
人

■内
24
年
ぶ
り
に
行
う

か
や
ぶ
き
屋
根
ふ
き
替
え
工
事
の
見
学

■申
９
月
29
日
○金
ま
で
社
会
教
育
課
（
櫛
引

庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
８
へ

あ
つ
み
温
泉
お
湯
輿
ま
つ
り

■日
10
月
７
日
○土
午
後
３
時
30
分
〜
６
時
30

分

■場
あ
つ
み
温
泉
朝
市
広
場
、
あ
ん
べ

湯
周
辺
等

■内
お
湯
輿こ
し

巡
行
、
巫み
こ女
舞
・

子
供
獅し

子し

舞
、
太
鼓
演
奏
、
打
上
げ
花
火
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
等

■問
ま
ち
づ
く
り

チ
ー
ム
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
☎
43
‐
４
３
９
０

市
民
プ
ー
ル

９
月
か
ら
の
一
般
利
用

■日
月
曜
〜
金
曜
日
…
午
後
１
時
〜
３
時
・

６
時
〜
８
時

土
曜
日
…
午
後
１
時
〜
４

時
・
６
時
〜
８
時

日
曜
日
、
祝
日
…
午

前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

■

臨
時
休
館
日

９
月
23
日
○土
〜
10
月
10
日

○火

■問
鶴
岡
水
泳
育
成
協
会
☎
22
‐
０
０

７
４

■他
HP

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
対
話

荘
内
傾
聴
カ
フ
ェ「
に
こ
っ
と
」

■日
９
月
13
日
○水
・
27
日
○水
午
後
２
時

■場

荘
内
病
院

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

■内
病
気
や
生
活
に
関
す
る
対
話

■申
同
院

地
域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
５
５

地
域
医
療
市
民
勉
強
会

鶴
岡
ま
る
っ
と
地
域
医
療

■日
９
月
14
日
○木
午
後
６
時
30
分

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
■定

50
人

■内「『
市
立
荘
内
病
院
の
こ
こ
が

知
り
た
い
』
を
ま
る
っ
と
学
ぼ
う
」
鈴
木

聡
（
同
院
院
長
）
■申
９
月
７
日
○木
ま
で

本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
☎
35
‐
１
２

５
１
へ

つ
る
お
か
健
康
塾

■日
９
月
16
日
○土
午
後
１
時
30
分

■場
荘
内

病
院

■定
先
着
30
人

■内「
食
を
起
点
と

し
た
街
づ
く
り
」
村
山
秀
樹
氏
（
山
大
農

学
部
長
）、「
白
内
障
と
緑
内
障
」
小
林
達

彦
（
荘
内
病
院
眼
科
医
）
■申
同
院
内
緩

和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川

☎
26
‐
５
１
８
０

慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う

公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
天
腎
祭
」

■日
９
月
24
日
○日
午
後
２
時

■場
出
羽
庄
内

国
際
村

■内
腎
臓
病
と
心
臓
に
関
す
る
講

演

■師
長
島
義
宜
氏
（
み
や
は
ら
ク
リ
ニ

ッ
ク
循
環
器
内
科
医
師
）
等

■問
鶴
岡
地

区
医
師
会
☎
22
‐
０
１
３
６

て
く
て
く
健
康
「
里
山
あ
る
き
」

藤
沢
岩
屋
洞
窟
遺
跡
巡
り

■日
９
月
30
日
○土
午
前
８
時
45
分
（
湯
田
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
集
合
。
送
迎
バ

ス
は
８
時
30
分
に
市
役
所
本
所
発
〈
要
予

約
〉）
■場
同
セ
ン
タ
ー
↓
藤
沢
西
村
↓
岩

屋
↓
林
道
金
峯
線
↓
起
点
（
７
㎞
）
■定

50
人

■費
１
、
０
０
０
円
（
中
学
生
以
下

５
０
０
円
）
■申
９
月
20
日
○水
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

■他
小
学
生

以
下
保
護
者
同
伴
。
市
HP

市
民
公
開
講
座

当
地
で
の

お
な
か
の
病
気
に
関
わ
る
話

■日
９
月
30
日
○土
午
後
２
時

■内
お
な
か
に

関
す
る
病
気
や
治
療
法
等
に
つ
い
て
荘
内

病
院
の
医
師
等
に
よ
る
講
演

■場
・
■問
同

院
総
務
課
☎
26
‐
５
１
１
１
内

線
６
３
２
１

■他
同
院
HP

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
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認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
10
月
５
日
○木
、
11
月
10
日
○金
午
前
10
時

■場
に
こ
♥

ふ
る

■内
認
知
症
に
関
す
る
ミ

ニ
講
話
、
専
門
職
と
の
交
流
や
相
談
、
介

護
者
交
流

■申
各
日
２
日
前
ま
で
本
所
長

寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

み
ん
な
で
楽
し
む

ボ
ッ
チ
ャ
交
流
会

■日
10
月
９
日
○月
午
前
９
時

■場
藤
島
体
育

館

■対
小
学
生
以
上

■申
９
月
15
日
○金
ま

で
鶴
岡
市
身
体
障
害
者
団
体
協
議
会

く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

く
し
び
き
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会

■日
10
月
14
日
○土
午
前
９
時
30
分

■場
櫛
引

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■対
小
学
生
以
上
先

着
12
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
３
人
）
■費
１

チ
ー
ム
１
、
２
０
０
円

■申
９
月
22
日
○金

ま
で
同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１
へ

糖
尿
病
予
防
の
た
め
の
食
事
・
運
動
に
つ
い
て

糖
尿
病
予
防
セ
ミ
ナ
ー（
全
２
回
）

■日
11
月
８
日
○水
・
29
日
○水
午
後
１
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
糖
尿
病
境
界
型
ま
た

は
治
療
中
の
方
先
着
30
人
（
お
お
む
ね
75

歳
ま
で
）
■内
予
防
と
治
療
に
つ
い
て
の

講
話
、
運
動

■師
内
科
医
師
、
管
理
栄
養

士
、
健
康
運
動
実
践
指
導
者
、
保
健
師

■申
10
月
13
日
○金
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
35
‐
０
１
４
９
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

▼
開
脚
道
コ
ー
ス（
体
幹
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）

■日
水
曜
日
午
前
10
時

■持
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
コ
ー
ス

■日
土
曜

日
午
後
７
時

■他
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
し
あ
り

▼
共
通

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

■費

１
万
６
、５
０
０
円
（
月
払
い
２
、０
０
０

円
）、
別
途
登
録
年
会
費
２
、
５
０
０
円

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

あ
つ
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ネ
ク
サ
ス
後
期
会
員
募
集

■対
高
校
生
以
上

■内
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日

の
日
中
・
夜
間
の
６
コ
ー
ス

■費
１
コ
ー

ス
７
、
０
０
０
円

■場
・
■申
10
月
２
日
○月

か
ら
同
ク
ラ
ブ
☎
43
‐
４
４
１
１
へ

鶴
岡
市
私
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど

も
園
連
合
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

９
月
１
日
○金
か
ら
入
園
願
書
を
配
布
し
、

10
月
２
日
○月
か
ら
願
書
を
受
け
付
け
ま
す
。

当
連
合
会
の
施
設
で
は
保
護
者
の
就
労
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
子
供
を
受
け
入
れ
、

教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
各
園
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

各
園
HP
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
☆
印
は
幼

保
連
携
型
、
★
は
幼
稚
園
型
。

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園（
☆
）☎
22
‐
５
８
３
１

▼
城
南
幼
保
園
（
☆
）
☎
24
‐
７
１
６
４

▼
み
ど
り
幼
稚
園（
★
）☎
23
‐
２
３
５
０

▼
和
光
幼
稚
園
（
★
）
☎
22
‐
８
８
３
５

▼
い
な
ば
幼
稚
園（
★
）☎
64
‐
２
３
１
０

▼
若
葉
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
２
２
３
７

▼
大
宝
幼
稚
園
（
☆
）
☎
22
‐
１
８
８
３

▼
鶴
岡
幼
稚
園
（
★
）
☎
22
‐
０
６
５
８

暘
光
児
童
館

に
こ
ち
ゃ
ん
ル
ー
ム

■日
９
月
８
日
○金
午
前
10
時

■対
１
歳
ま
で

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
10
組

■内

ベ
ビ
ー
リ
ト
ミ
ッ
ク

■師
佐
藤
美
由
紀
氏

■場
・
■申
同
館
☎
64
‐
８
６
４
０

南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る

▼
自
然
体
験
活
動
「
オ
ー
タ
ム
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
in
大
山
」
■日
９
月
９
日
○土
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

■場
自
然
学
習
交
流
館
ほ

と
り
あ

■対
小
学
生
先
着
12
人

■費
２
０

０
円

■持
昼
食
等

■申
９
月
１
日
○金
か
ら

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト
〝
フ
ル
ー
ツ
〞」
■日
９
月
15
日
○金
午

前
10
時

■場
南
部
児
童
館

■対
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
先
着
12
組

■内
フ
ル
ー
ツ
を

テ
ー
マ
に
し
た
背
景
で
の
写
真
撮
影
と
身

体
測
定

■申
９
月
２
日
○土
か
ら

▼
お
は
な
し
会

■日
9
月
20
日
○水
、
10
月

４
日
○水
午
前
11
時

■場
同
館

■対
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▼
み
な
っ
く
る
で
作
ろ
う
！

■日
10
月
６

日
○金
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
時
間
内
で

約
30
分
）
■場
同
館

■対
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者

■内
セ
ン
サ
リ
ー
ボ
ト
ル
作
り

▼
パ
パ
ポ
ピ
ン
ズ
「
ミ
ニ
は
な
ま
る
運
動

会
」
■日
10
月
９
日
○月
午
前
10
時

■場
同

館

■対
乳
幼
児
と
そ
の
家
族
先
着
５
組

■申
９
月
20
日
○水
か
ら

▼
共
通

■問
同
館
☎
64
‐
１
９

０
０

■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

子
ど
も
の
本
学
び
の
会
　
　
　
　
　
　
　

手
作
り
絵
本
の
楽
し
さ
〜『
山
伏
サ
ン
タ
』誕
生
ま
で

■日
９
月
10
日
○日
午
後
１
時
30
分

■場
図
書

館
本
館

■師
と
く
ら
さ
ち
ひ
氏

■費
３
０

０
円
（
会
員
無
料
）
■問
子
ど
も
の
読
書

を
支
え
る
会

山
形
県
立
致
道
館
中
学
校

入
学
者
選
抜
説
明
会

■日
９
月
16
日
○土
・
17
日
○日
午
前
10
時

■場

鶴
岡
北
高
校

■対
小
学
６
年
生
の
児
童
と

保
護
者

■申
HP
か
ら

■問
致
道
館
中
学
校

・
高
等
学
校
開
校
準
備
室
☎
29

‐
２
２
４
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
９
月
の
講
座

「
本
と
い
っ
し
ょ
」

■日
９
月
26
日
○火
午
前
10
時
30
分

■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者

■師
市
司
書

■場
・
■申

９
月
１
日
○金
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６

３
５
へ

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

保
護
者
療
育
研
修
会

■日
10
月
26
日
○木
午
後
１
時
30
分

■場
に
こ

♥

ふ
る

■対
発
達
に
心
配
が
あ
る
、
発
達

障
害
が
あ
る
未
就
学
児
の
保
護
者

■内
障

子
育
て
・
子
供
向
け

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

■申
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

25
‐
２
７
４
１

子
供
と
の
よ
り
良
い
関
わ
り
方
な
ど
を
学
ぶ

ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座（
全
５
回
）

■日
11
月
１
日
・
15
日
・
29
日
、
12
月
13
日

・
20
日
の
水
曜
日
午
後
７
時

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
小
学
１
年
〜
５
年
生
の
子
供
の

発
達
に
不
安
の
あ
る
保
護
者
10
人

■申
９

月
11
日
○月
〜
10
月
11
日
○水
に
障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
こ
ろ
）

☎
25
‐
２
７
９
４
へ

親
子
で
楽
し
む
森
の
ア
ウ
ト

ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

■日
11
月
５
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時

■場
ひ
ゃ
く
ね
ん
森
（
三
瀬
地
区
）

■対
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
先
着
10
組
（
子

供
は
小
学
３
年
〜
中
学
生
）
■内
野
外
調

理
（
芋
煮
、
ピ
ザ
）
等

■費
１
人
５
５
０

円

■申
９
月
１
日
○金
〜
10
月
13
日
○金
に
本

所
子
育
て
推
進
課
☎
26
‐
０
１
７
６
へ

藤
沢
周
平
記
念
館

▼
直
木
賞
受
賞
50
年
記
念
企
画
展
〈
藤
沢

周
平
と
直
木
賞
〉
■日
９
月
１
日
○金
〜
来

年
３
月
20
日
○水

■場
同
館

■費
大
人
…
３

２
０
円

高
校
生
・
大
学
生
…
２
０
０
円

中
学
生
以
下
…
無
料

▼
藤
沢
周
平
ド
ラ
マ
上
映
会

■日
９
月
〜

11
月
の
各
月
２
・
３
日
程
度
（
各
日
２
回

上
映
）
■場
同
館

■定
各
回
12
人

■内
時

代
劇
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
制
作
の
『
吹
く
風

は
秋
』『
小
さ
な
橋
で
』『
闇
の
歯
車
』
を
上

映

■費
大
人
…
３
２
０
円

高
校
生
・
大

学
生
…
２
０
０
円

中
学
生
以
下
…
無
料

▼
文
学
散
歩『
暗
殺
の
年
輪
』『
た
だ
一
撃
』

を
歩
く

■日
10
月
１
日
○日
午
前
10
時
、
午

後
２
時
（
同
館
集
合
）
■定
各
回
先
着
15

人

■内
藤
沢
作
品
『
暗
殺
の
年
輪
』『
た

だ
一
撃
』
に
描
か
れ
た
場
所
を
散
策

■師

同
館
シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

■費
３
５
０

円

■申
9
月
３
日
○日
〜
18
日
○月

▼
共
通

■問
同
館
☎
29
‐
１
８

８
０

■他
HP

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽「
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
〜
ど
ろ

っ
ぱ
か
ら
の
手
紙
」
■日
９
月
の
毎
週
土

曜
・
日
曜
日
、祝
日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽「
秋
の
下
池
で
ボ
ー
ト
遊
び
」
■日
９
月

９
日
○土
午
前
10
時
・
11
時
、
午
後
１
時
・

２
時
・
10
日
○日
午
前
10
時
・
11
時

■定
各

回
４
組
（
１
艇
大
人
２
人
、
子
供
２
人
）

■費
寄
附
制
（
１
人
２
０
０
円
以
上
）
■申

各
日
２
日
前
ま
で

▽「
ヒ
シ
の
実
を
採
っ
て
食
べ
て
み
よ
う
」

■日
９
月
16
日
○土
午
後
１
時
30
分

■定
３
組

■費
寄
附
制
（
１
人
３
０
０
円
以
上
）
■申

９
月
15
日
○金
ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ

ニ
防
除
の
戦
略
と
戦
術
」
■日
９
月
10
日

○日
午
後
１
時
30
分

■定
30
人

■師
高
橋
清

孝
氏
（
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
郷
の
会
）
■費
寄

附
制
（
５
０
０
円
以
上
）

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト

▽
都
沢
湿
地
の
外
来
植
物
駆
除

■日
９
月

16
日
○土
午
前
９
時

■申
９
月
14
日
○木
ま
で

▽
都
沢
湿
地
の
草
刈
り
集
草

■日
９
月
30

日
○土
午
前
９
時

■申
９
月
28
日
○木
ま
で

▼
自
然
観
察
会
「
都
沢
湿
地
周
辺
の
ト
ン

ボ
た
ち
」
■日
10
月
７
日
○土
午
前
９
時
30

分

■定
20
人

■費
寄
附
制
（
３
０
０
円
以

上
）
■申
9
月
29
日
○金
ま
で

▼
里
山
マ
ル
シ
ェ
「
感
じ
よ
う
！
湿
地
の

恵
み
」
■日
10
月
14
日
○土
午
前
９
時
30
分

■内
湿
地
の
恵
み
を
活
用
し
た
マ
ル
シ
ェ

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐

８
６
９
３

■他
HP

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
な
ご
み
（
お
茶
）
■日
９
月
５
日
・
12

日
・
19
日
・
26
日
、
10
月
３
日
・
10
日
・

17
日
・
24
日
の
火
曜
日
午
前
９
時
30
分

▼
楽
焼
教
室

■日
９
月
５
日
○火
・
６
日
○水

・
７
日
○木
、
10
月
３
日
○火
・
４
日
○水
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
２
時

▼
健
康
相
談

■日
９
月
７
日
○木
・
21
日
○木

・
28
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
共
通

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交

■日
９
月
６
日
○水
・
13
日

○水
・
20
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

直木賞選考会の司会を務める
『オール讀物』編集長に、女性
で初めて就任した川田未穂氏の
講演会を開催します。
■日10月22日○日午後１時30分
■場荘内神社参集殿
■対先着150人
■師川田未穂氏（㈱文藝春秋  第
二文藝部部長）
■費300円（藤沢周平記念館招待券付き）
■申９月７日○木午前９時から藤沢周平記念館☎29
‐1880、FAX29‐2997、電子メール（下記２
次元コード）または来館
　※ 申込者に引換券を郵送します。当日までに参
加料を支払い、入場券と引き換えてください。

講演会
作家・藤沢周平誕生と『オール讀物』
-デビューから直木賞受賞までを辿って -

直木賞受賞50年記念企画展関連イベント

電子メールでの
申込みはこちら

HPはこちら

施
設
の
催
し

写真提供：文藝春秋
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30
分

▼
数
独
教
室　

■日
９
月
８
日
○金
・
15
日
○金

・
22
日
○金
・
29
日
○金
午
前
９
時
30
分

▼
土
器
づ
く
り　

■日
９
月
９
日
○土
午
前
９

時
〜
午
後
３
時　

■定
先
着
15
人　

■内
野
焼

き
焼
成
に
よ
る
置
物
・
壁
飾
り
等
の
現
代

風
縄
文
土
器
作
り　

■費
５
０
０
円　

■師
江

川
満
氏
（
陶
芸
家
）　

■他
要
申
込
み

▼
手
打
ち
讃
岐
う
ど
ん
を
作
ろ
う　

■日
９

月
30
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

■定
先
着
12
人　

■費
６
０
０
円　

■他
要
申
込

み▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

致
道
博
物
館

▼
洋
画
家
三
浦
恒
祺
展
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

■日
９
月
17
日
○日
午
後
２
時　

▼
日
本
刀
物
語　

変
遷
と
魅
力　

■日
９
月

21
日
○木
〜
11
月
５
日
○日　

■内
地
域
や
時
代

に
よ
る
特
色
や
様
々
な
伝
承
を
持
つ
刀
剣

の
紹
介　

■他
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク（
■日
９
月
24
日
○日
午
後
２
時
）あ
り

▼
土
曜
講
座「
庄
内
の
民
俗
信
仰
再
発
見
」　

■日
９
月
23
日
○土
午
後
２
時　

■師
阿
部
宇
洋

氏
（
山
形
大
学
講
師
）

▼
共
通　

■費
大
人
…
８
０
０
円　

高
校
生

・
大
学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３

０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
秋
の
草
木
染　

■日
９
月
23
日
○土
午
前
９

時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
10
人　

■内

サ
ク
ラ
と
ク
リ
の
イ
ガ
の
染
め
液
で
ス
カ

ー
フ
大
の
白
布
を
染
め
る　

■費
２
、
０
０

０
円
（
中
学
生
以
下
８
０
０
円
）　

■申
９

月
15
日
○金
ま
で

▼
鷹
た
ち
の
渡
り
を
お
見
送
り
＆
蜜
ロ
ウ

で
夏
の
思
い
出
作
り　

■日
９
月
24
日
○日
午

前
９
時
、
午
後
１
時　

■場
鳥
海
高
原
家
族

旅
行
村
（
酒
田
市
）、
猛
禽
類
保
護
セ
ン

タ
ー
（
同
）　

■定
各
回
30
人　

■内
タ
カ
の

渡
り
の
観
察
、
蜜
ろ
う
そ
く
作
り
（
■師
安

藤
竜
二
氏
）　

■費
４
０
０
円　

■申
９
月
21

日
○木
ま
で

▼
中
秋
の
名
月
の
お
月
見　

■日
９
月
29
日

○金
午
後
７
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■内
団
子

を
食
べ
な
が
ら
お
月
見

▼
紅
葉
の
弥
陀
ヶ
原
観
察
会　

■日
９
月
30

日
○土
午
前
８
時
〜
午
後
１
時
（
同
セ
ン
タ

ー
集
合
）　

■定
20
人　

■費
７
０
０
円
（
中

学
生
以
下
無
料
）　

■持
昼
食
等　

■申
９
月

24
日
○日
ま
で

▼
共
通　

■問
同
セ
ン
タ
ー
62
‐

４
３
２
１　

■他
HP

日
本
の
楽
器
体
験
教
室 

お
箏
を
弾
い
て
み
ま
し
ょ
う

■日
11
月
ま
で
の
土
曜
・
日
曜
日
（
７
回
程

度
）　

■場
市
内
公
共
施
設
等　

■対
小
学
生

〜
高
校
生
（
親
子
参
加
可
）　

■内
箏こ
と

の
演

奏
習
得
・
聴
講　

■持
箏
爪
（
貸
出
し
あ
り
）

■申
山
形
箏
曲
彩
音
会

令
和
お
う
ら
大
学 

「
歴
史
学
」
公
開
講
座

■日
９
月
７
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■内「
庄

内
弁
を
語
る
」
黒
羽
根
洋
司
氏
（
郷
土
史

研
究
家
）　

■費
１
、
０
０
０
円　

■場
・
■申

９
月
５
日
○火
ま
で
大
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
☎
33
‐
３
２
１
３
へ　

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

９
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
ス
イ
ー
ツ
教
室
「
フ
ラ
ン
ス
料
理
ラ
ン

グ
・
ド
・
シ
ャ
」　

■日
９
月
９
日
○土
午
前

10
時　

■定
先
着
12
人　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
花
蔵
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室　

■日
10
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■費
２
、
５
０

０
円

▼
日
本
料
理
教
室　

■日
16
日
○土
午
前
10
時　

■定
先
着
12
人　

■費
３
、
０
０
０
円

▼
新
米
ご
飯
と
あ
け
び
料
理　

■日
30
日
○土

午
前
10
時　

■定
先
着
12
人　

■費
２
、
０
０

０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
市
場
☎
64
‐

３
０
９
３　

■他
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
マ
ク
ロ
と
Ｖ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ（
全
12
回
）　

■日
９
月
21
日
〜
11

月
２
日
の
月
曜
・
木
曜
日
午
後
６
時
30
分

（
10
月
９
日
除
く
）　

■定
10
人　

■費
２
万
円

▼
若
手
社
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修　

■日

10
月
３
日
○火
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
40
分　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
コ
ー
チ
ン
グ
研
修　

■日
10
月
４
日
○水
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
40
分　

■定
20
人　

■費

６
、
０
０
０
円

▼
管
理
者
研
修
（
全
２
回
）　

■日
10
月
５

日
○木
・
6
日
○金
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
40

分　

■定
20
人　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
段
取
り
改
善
の
進
め
方
研
修　

■日
10
月

11
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

食
と
農
の
ビ
ジ
ネ
ス
塾
一
般
公
開
講
座

■日
９
月
14
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
余
目

第
三
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
庄
内
町
）　

■定
20
人　

■内「
庄
内
の
在
来
作
物
」
江
頭

宏
昌
氏
（
山
大
農
学
部
教
授
）　

■問
同
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局
☎
０
７
０
‐
２
０

１
１
‐
５
６
１
５

女
性
セ
ン
タ
ー
秋
季
講
座

▼
心
と
体
の
調
和
を
図
る
セ
ル
フ
ケ
ア

（
全
５
回)　

■日
９
月
26
日
、
10
月
３
日
・

10
日
・
17
日
・
24
日
の
火
曜
日
午
後
７
時　

■定
先
着
15
人　

■師
心
夕
氏
（H

ealing 
space

ユ
ー
コ
ス
）　

■費
３
、
７
５
０
円

▼
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
鍛
え
よ
う

体
幹
＆
ヨ
ガ
（
全
５
回
）　

■日
9
月
28
日
、

10
月
12
日
・
26
日
、
11
月
９
日
・
30
日
の

木
曜
日
午
後
７
時　

■定
先
着
15
人　

■師
佐

藤
美
由
紀
氏
（
音
楽
健
康
指
導
士
）　

■費

２
、
７
５
０
円

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

講
座
・
講
習
会 

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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▼
世
界
に
一
つ
だ
け
の
壁
飾
り
〜
ア
ル
コ

ー
ル
イ
ン
ク
ア
ー
ト
〜
（
全
３
回
）
■日

10
月
11
日
○水
・
18
日
○水
・
25
日
○水
午
後
７

時

■定
先
着
10
人

■師
菅
原
千
聖
氏（D

a
capo

）
■費
３
、
７
０
０
円

▼
男
性
料
理
教
室

簡
単
豪
華
な
〜
酒
の

つ
ま
み
〜

■日
10
月
19
日
○木
午
前
10
時

■対
男
性
先
着
12
人

■師
佐
藤
満
氏
（
料
理

人
）
■費
２
、
０
０
０
円

▼【
特
別
講
座
】シ
ニ
ア
の
た
め
の
知
っ
得

便
利
健
康
講
座
（
全
２
回
）
■日
・
■内
10

月
23
日
○月
…
転
ば
な
い
体
を
作
ろ
う
！
〜

脳
ト
レ
と
運
動
〜

30
日
○月
…
正
し
く
知

ろ
う
！
認
知
症
と
物
忘
れ

■時
午
後
２
時

■定
先
着
20
人

■師
庄
内
余
目
病
院
健
康
運

動
指
導
士
・
看
護
師

▼
鶴
岡
ふ
う
ど
ガ
イ
ド
料
理
教
室

第
３

弾
〜
新
米

■日
10
月
26
日
○木
午
前
10
時

■定
先
着
18
人

■師
伊
藤
和
佳
氏
（
鶴
岡
ふ

う
ど
ガ
イ
ド
）
■費
２
、
０
０
０
円

▼
共
通

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に

在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

■場
・
■申
９
月
６

日
○水
〜
20
日
○水
に
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン

タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

中
央
公
民
館  

秋
季
講
座

▼
ス
マ
ホ
写
真
講
座
（
全
２
回
）
■日
・

■場
・
■内
９
月
28
日
○木
…
中
央
公
民
館
・
座

学

29
日
○金
…
鶴
岡
公
園
周
辺
・
現
地
学

習

■時
午
前
10
時

■定
先
着
10
人

■師
千

田
技
氏
（
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
）
■費
１
、

１
０
０
円

▼
鶴
岡
市
の
ご
み
処
理
の
現
状

■日
10
月

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

３
日
○火
午
後
１
時
（
同
館
集
合
）
■場
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場

■定
先
着
20
人

▼
シ
ニ
ア
の
た
め
の
ス
マ
ホ
講
座
（
全
２

回
）
■日
10
月
12
日
○木
・
13
日
○金
午
前
10
時

■場
同
館

■定
先
着
10
人

■師
佐
藤
康
治
氏

（
ス
マ
ホ
講
師
）
■費
１
、
１
０
０
円

▼【
特
別
講
座
】初
心
者
向
け
資
産
形
成
講

座

■日
10
月
19
日
○木
午
後
７
時

■場
同
館

■定
先
着
30
人

■師
三
好
浩
之
氏
（
明
治
安

田
生
命
山
形
支
社
）

▼
共
通

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の

方

■申
９
月
５
日
○火
〜
14
日
○木
に
同
館
☎

25
‐
１
０
５
０
へ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
に
不
安
が
あ
る
方
へ

ス
マ
ホ
教
室
の
開
催

基
本
操
作
を
楽
し
く
体
験
で
き
る
教
室

で
す
。
携
帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ
で
ス
マ
ホ
教

室
を
行
っ
て
い
る
方
を
講
師
に
招
き
ま
す
。

■日
９
月
〜
12
月

■場
中
央
公
民
館
、
市
内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
14
か
所
（
第

四
学
区
、
第
六
学
区
、
黄
金
地
区
、
大
泉

地
区
、上
郷
地
区
、小
堅
地
区
、由
良
地
区
、

大
山
地
区
、
西
郷
地
区
、
藤
島
地
区
、
八

栄
島
地
区
、
渡
前
地
区
、
広
瀬
地
区
、
羽

黒
第
四
地
区
）
■定
各
日
８
人

■申
各
開

催
会
場

■問
開
催
日
時
等
…
各
開
催
会
場

事
業
概
要
…
本
所
情
報
企
画
課

☎
35
‐
１
１
９
３

■他
市
HP

心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
・
Ⅲ

■日
10
月
７
日
○土
午
前
９
時
30
分

■場
消
防

本
部

■定
・
■内
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
…
成
人

に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
・
50
人

普
通
救

命
講
習
Ⅲ
…
小
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

・
20
人

■申
９
月
９
日
○土
〜
10
月
２
日
○月

に
消
防
署
警
備
課
☎
22
‐
８
３
３
１
へ

■他
希
望
者
に
テ
キ
ス
ト
あ
り（
２
０
０
円
）。

応
急
手
当
ウ
ェ
ブ
講
習
事
前
受
講
者
は
実

技
講
習（
■時
午
前
10
時
30
分
）の
み
。
市
HP

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

■日
第
1
種
…
10
月
17
日
○火
〜
19
日
○木

第

２
種
…
11
月
14
日
○火
〜
16
日
○木

■場
山
形

ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）
■申
９
月

15
日
○金
ま
で
山
形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０

２
３
‐
６
２
９
‐
８
４
７
７
へ

■他
HP

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

陶
芸
講
座
（
全
６
回
）

▼
は
じ
め
て
の
陶
芸
〜
紐
づ
く
り
で
作
る

大
き
め
マ
グ
カ
ッ
プ
と
ワ
ン
プ
レ
ー
ト

■日
10
月
18
日
・
25
日
、
11
月
１
日
・
８
日

・
22
日
、
12
月
６
日
の
水
曜
日
午
後
７
時

■対
高
校
生
以
上
先
着
10
人

■師
中
村
知
美

氏
（
陶
芸
家
）
■費
６
、
０
０
０
円

■場

・
■申
９
月
５
日
○火
〜
10
月
８
日
○日
に
同
館

☎
29
‐
０
２
６
０
へ

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

（
２
日
間
）

■日
11
月
８
日
○水
・
９
日
○木

■場
勤
労
者
会

館

■定
88
人

■申
９
月
６
日
○水
〜
13
日
○水

に
日
本
防
火
・
防
災
協
会
☎
03
‐

６
２
６
３
‐
９
９
０
３
へ

■他
HP

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

試
験

■日
11
月
12
日
○日
午
後
１
時

■場
協
同
の
杜

Ｊ
Ａ
研
修
所
（
山
形
市
）
■費
テ
キ
ス
ト

な
し
…
３
、
０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
あ
り

…
５
、
０
０
０
円

■申
９
月
１
日
○金
〜
29

日
○金
に
上
下
水
道
部
お
客
様
セ
ン
タ
ー
☎

23
‐
７
６
１
０
へ

「
鶴
岡
カ
ミ
ナ
リ
音
頭
」

ダ
ン
ス
動
画
募
集

■
部
門

①
未
就
学
児
部
門

②
小
・
中

学
生
部
門

③
学
生
・
一
般
部
門

■
応

募
点
数

１
人
ま
た
は
１
団
体
３
作
品
ま

で

■申
10
月
31
日
○火
ま
で
応
募
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
郵
送
で

■問
本
所
地
域
振
興
課
☎

35
‐
１
１
９
１

■他
応
募
フ
ォ
ー
ム
で
申

し
込
む
場
合
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
別
途
提

出
関
川
し
な
織
ま
つ
り　
　
　
　
　

「
織
姫
」
募
集
！

■対
山
形
県
内
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
勤
務

す
る
18
歳
以
上
35
歳
以
下
の
女
性
で
、
10

月
21
日
○土
・
22
日
○日
に
開
催
さ
れ
る
同
ま

つ
り
に
２
日
間
と
も
参
加
可
能
な
方
２
人

（
高
校
生
除
く
）
■
特
典

２
万
円
相
当

の
し
な
織
製
品
を
進
呈

■申
９
月
20
日
○水

ま
で
関
川
し
な
織
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
５

０
２
へ

募
集
・
相
談
・
そ
の
他
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入
居
時
期
は
11
月
中
旬
以
降 

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

一
部
住
戸
で
60
歳
未
満
の
単
身
者
の
申

込
み
が
可
能
で
す
（
左
表
の
※
が
該
当
）。

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

３
Ｄ
Ｋ
（
子
育
て
向
け
）
１

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ
（
※
）

１

３
階
・
２
Ｄ
Ｋ
＋
Ｓ（
※
）
１

稲
生
住
宅

２
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

東
部
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ
（
※
）

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

大
山
住
宅

２
階
・
２
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

木
造
２
階
建
て
・

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２

■申
９
月
１
日
○金
〜
20
日
○水
に
山
形
県
す
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社
鶴
岡
管
理
事
務
所

☎
35
‐
０
１
５
３
へ

令
和
６
年
３
月
・
４
月
採
用
予
定 

自
衛
官
等
採
用
試
験

▼
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）　

■日
９
月

16
日
○土
・
17
日
○日
（
２
日
間
）　

■場
防
衛

大
学
校
（
横
須
賀
市
）　

■申
９
月
５
日
○火

〜
８
日
○金

▼
防
衛
大
学
校
学
生
（
総
合
選
抜
）　

■日

９
月
16
日
○土　

■場
仙
台
駐
屯
地（
仙
台
市
）　　

■申
９
月
５
日
○火
〜
８
日
○金

▼
自
衛
官
候
補
生　

■日
・
■場
筆
記
試
験
・

適
性
検
査
…
11
月
10
日
○金
・
11
日
○土
の
内

１
日（
ウ
ェ
ブ
で
実
施
）　

口
述
試
験
・
身

体
検
査
…
11
月
18
日
○土
・
神
町
駐
屯
地（
東

根
市
）　

■申
９
月
１
日
○金
〜
10
月
31
日
○火

▼
一
般
曹
候
補
生　

■日
12
月
９
日
○土　

■場

鶴
岡
合
同
庁
舎　

■申
９
月
６
日
○水
〜
11
月

30
日
○木　

■他
予
備
日
（
12
月
10
日
○日
〜
14

日
○木
〈
ウ
ェ
ブ
で
実
施
〉）
あ
り

▼
共
通　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部

鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

お
米
の
食
味
コ
ン
ク
ー
ル 

「
鶴
岡
ご
は
ん
日
本
一
」審
査
員
募
集

■定
先
着
１
０
０
人　

■問
同
コ
ン
ク
ー
ル
実

行
委
員
会
☎
64
‐
５
８
０
３

■他
新
米
つ
や
姫
２
合
進
呈
。
HP

青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業
者
が
対
象 

収
入
保
険
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

令
和
６
年
産
の
補
償
に
向
け
た
加
入
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■内
自
然
災
害
、
市
場
価
格
の
低
下
、
病
気

・
け
が
等
、
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な

い
収
入
減
少
へ
の
補
償　

■申
12
月
末
ま
で

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
形
庄
内
支
所
☎
０
２
３
４

‐
91
‐
１
５
５
３
ヘ　

■他
HP

令
和
６
年
産「
つ
や
姫
」 

生
産
者 

・「
雪
若
丸
」
生
産
組
織
募
集

　

認
定
を
受
け
る
に
は
、
水
田
経
営
面
積

や
栽
培
方
法
、
販
売
方
法
等
の
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
は
９
月
８

日
○金
ま
で
で
す
。

■申
つ
や
姫
生
産
者
は
本
所
農
政
課
☎
35
‐

１
２
９
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設

課
へ
。
雪
若
丸
生
産
組
織
は
庄
内
総
合
支

庁
農
業
技
術
普
及
課
☎
64
‐
２
１
０
３
へ　

■他
農
協
、
米
穀
集
荷
業
者
ま
た
は
生
産
組

織
等
を
通
じ
て
申
請
す
る
場
合
は
、
各
団

体
等
の
締
切
日
を
要
確
認

経
営
上
の
お
悩
み
は
山
形
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
へ

■対
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
、
創
業
希

望
者
等　

■内
経
営
改
善
、
創
業
等　

■申
申

込
み
フ
ォ
ー
ム
で　

■問
同
拠
点
☎

０
２
３
‐
６
４
７
‐
０
７
０
８

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談
・ 

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

■日
９
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
、10
月
６

日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
の
金
曜
日　

■時

①
若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談
（
■対
40
歳
未
満

の
方
と
そ
の
家
族
）…
午
後
１
時
15
分
・
２

時
30
分　

②
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
…
１
時

30
分
・
２
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
各

日
２
人
ず
つ　

■内
①
社
会
参
加
で
き
な
い
、

家
か
ら
出
な
い
等　

②
眠
れ
な
い
日
が
続

く
、
気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
な
い
等　

■申

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
６

山
形
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

仕
事
・
生
活
等
に
関
す
る
出
張
相
談
会

■日
９
月
22
日
○金
午
後
１
時
〜
４
時　

■場
ト

ー
タ
ル
・
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
酒
田（
酒
田
市
）　

■対
求
職
者
　
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
０

８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
８
６
７

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
９
月
29
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■対
市

内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
８
人　

■場
・
■申
９
月
28
日
○木

ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３

１
４
７
へ

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備

士
免
状
を
お
持
ち
の
方
へ

　

同
免
状
に
貼
り
付
け
る
写
真
は
、
10
年

ご
と
の
書
換
え
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
交
付
後
10
年
を
経
過
す
る
前
に
書
換

え
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
申

込
書
は
消
防
本
部
に
設
置
。
HP

野
生
き
の
こ
の
放
射
性
物
質

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

野
生
き
の
こ
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

野
生
き
の
こ
は
、
放
射
性
物
質
の
濃
度
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
出
荷
前
の
検
査

を
徹
底
し
、
安
全
性
を
確
認
し
て
か
ら
出

荷
し
て
く
だ
さ
い
。
出
荷
に
は
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
等
の
通
信
販
売
も
含

ま
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
チ
チ
タ
ケ
、
サ
ク
ラ
シ
メ
ジ
、
コ

ウ
タ
ケ
は
、
過
去
に
基
準
値
を
超
え
る
放

射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

自
主
検
査
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い

■問
庄
内
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
☎
66
‐
５

５
３
４
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台
風
の
影
響
で
空
き
家
が
壊

れ
な
い
か
心
配
で
す

　
台
風
が
接
近
す
る
時
期
に
な
り
、
所

有
す
る
空
き
家
の
屋
根
が
飛
ん
だ
り
、

倒
壊
し
た
り
し
な

い
か
心
配
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
対
策

し
て
お
く
べ
き
こ

と
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

屋
根
な
ど
の
劣
化
状
況
を
確

認
し
て
補
修
し
ま
し
ょ
う

　

毎
年
、
台
風
が
接
近
す
る
9
月
〜
10

月
に
か
け
て
、
空
き
家
の
ト
タ
ン
や
戸

な
ど
が
剥
が
れ
、
飛
散
す
る
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
飛
散
し
た
物
が
通
行

人
や
家
屋
に
被
害
を
与
え
た
場
合
、
管

理
不
備
で
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
事
前
に
見
回
り
を
す
る

な
ど
、
対
策
し
ま
し
ょ
う
。

■
空
き
家
の
所
有
者
の
方
は

　
台
風
が
来
る
前
に
見
回
り
を
し
て
、

壊
れ
そ
う
な
箇
所
が
な
い
か
を
確
認
し

QＡ

ま
し
ょ
う
。
必
要
で
あ
れ
ば
、
業
者
に

依
頼
し
て
補
修
し
た
り
、
片
付
け
た
り

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
次
の
事
項
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

●
屋
根
の
ト
タ
ン
や
瓦
、
外
壁
や
雨
ど

　
い
が
剥
が
れ
て
い
な
い
か

●
窓
の
が
た
つ
き
は
な
い
か

●
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
ケ
ー
ス
や
バ
ケ
ツ

　
な
ど
、
飛
ば
さ
れ
や
す
い
物
が
屋
外

　
に
置
か
れ
て
い
な
い
か

■
自
宅
も
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

　
自
宅
や
敷
地
内
の
物
置
も
、
同
様
に

見
回
っ
て
対
策
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
空
き
家
等
の
倒
壊
や
飛
散
を
見
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鶴
岡
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住
民
自
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等
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地
域
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体
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、
空

き
家
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草
刈
り
や
簡
易
な
補

修
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行
う
場
合
、
最
大
で
５
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円
を
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し
ま
す

■問
本
所
環
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課
☎
35
‐
１
２
４
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◇
空
き
家
相
談
会
…
専
門
家
が
不
動
産

に
関
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
次

回
は
11
月
11
日
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に
開
催
し
ま
す　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
35
‐
１
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１
５

〈
本
所
環
境
課
〉

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 
　本所総務課☎35‐1117

しょうない秋まつり2023●庄内町
■日10月１日○日午前10時～午後２時30分　■内庄内
町の農・商・工が一堂に会し、まるごと楽しめる
秋の一大イベント　■問庄内町観光協会☎0234‐
42‐2922

酒田市土門拳文化賞受賞作品展
川眞田 慶治「被爆ヒロシマの叫び！」

■日９月16日○土～10月23日○月午前９時～午後５時
（最終入館は午後４時30分）　■費大人…800円　高
校生…400円　中学生以下…無料   ■場・■問土門拳
記念館☎0234‐31‐0028　■他HP

●酒田市秋の鳥海山
大抽せん会キャンペーン●遊佐町

対象施設で税込み1,000円以上の金額を利用した
方の中から、抽せんで遊佐町の特産品などが当た
るキャンペーンを実施します。
■日９月１日○金～10月31日○火　■場大平山荘、農林
漁業体験学習館「さんゆう」　■問遊佐町企画課☎
0234‐72‐5886

石黒光二彫刻展
－心・空間・かたち－

■日９月２日○土～10月22日○日午前９時～午後５時
（最終入館は午後４時30分）　■内酒田市出身の彫
刻家・石黒光二さんの初期から近年までの作品約
50点を展示　■費大人…900円　高校生…450円
中学生以下…無料　■場・■問酒田市美術館☎0234
‐31‐0095　■他HP

●酒田市
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎35‐1291
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　９/４～10/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 12日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 22日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 19日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 13日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 19日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 28日○木13：00～15：00・木野俣公民館

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 21日○木14：00～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ９日○土 9：30～16：00（要予約）・同事務所

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和５年７月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：119,288人
　　 （男：57,363人、女：61,925人）
　世帯数：49,595世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑X（旧ツイッター）は
こちらから

↑ラインは
こちらから

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　  　   ①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 18：00～21：00
　　　　　　＜月曜・土曜日＞                        ③ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　　①  9：00～12：00

 ② 13：00～15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

　　　 受診者・医療従事者への感染予防のため、おいでにな
る前に、必ず電話でご連絡ください。！

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

献血　９/４～10/３
■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146

月　日 受付時間 会　場
９.９○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
 〃 13：30 ～16：00                〃
20○水 9：30 ～ 11：30 市役所温海庁舎

　 〃 14：00～ 15：30 マックスバリュあつみ店
27○水 9：30 ～ 11：30 ㈱ニシカワ鶴岡工場

　28○木 9：00 ～ 11：00 市役所上下水道部
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◯問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐51882023年度共催事業

11月10日（金）
午後６時30分開演

荘銀タクト鶴岡　大ホール
上演時間：約３時間（休憩含む）

令
和
５
年
９
月
号
　
N
o
.306

撮影：荒井健

　珠玉のガーシュウィン・ナンバー、心地良いタップをはじめ多
彩なダンス、そして笑いあふれるラブ・コメディなど魅力が満載。
　コミカルな演出や、ハラハラドキドキの結末は、観る人を笑顔
にしてくれることでしょう。

環
境
に
配
慮
し
植
物
油
イ

ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

【チケット料金（全席指定・税込み）】
一般　Ｓ席１万円　Ａ席8,000円　
　　　Ｂ席／注釈付サイドＢ席5,000円
※Ｂ席は舞台の一部が見えづらい席です。注釈付サ
　イドＢ席は劇場の構造上、全編にわたって舞台の
　視界が大きく遮られます。
※３歳以上有料（膝上観劇不可）、３歳未満入場不可。
※車椅子席をご希望の方は、ご予約前に劇団四季お
　問合せナビダイヤル☎0570‐008‐110にご連
　絡ください。
【チケット販売】
★市民先行エントリー
●受付　９月17日（日）午前10時～

　21日（木）午後７時
●受付方法　同館ホームページでのみ
※座席の指定不可。申込み多数の場合は抽せん。当　
　落結果はメールでお知らせ。チケット購入後のキ
　ャンセル・変更不可。インターネット環境がない
　方はお問い合わせください。
●チケット引換え　９月24日（日）～28日（木）
　に同館へ（クレジットカード不可）
★一般販売　10月１日（日）午前10時から販売開始
●発売方法　SHIKI ON‐LINE TICKET
　　　　　　チケットぴあ／ローソン
◎問合せ
　劇団四季　仙台オフィス☎0570‐008‐110

10月21日（土）
午後１時20分　荘銀タクト鶴岡　大ホール　　

◯問合せ　本所総務課☎35‐1114

●オープニングアトラクション
構成吟「藤沢周平のふるさと　出羽庄内　鶴岡の風」
　出演：出羽三山神社山伏、由良八乙女太鼓、致道館文化振興会
　　　　議、朝暘第三小学校日本伝統文化クラブ、日本九重流鶴
　　　　城清吟会、剣聖流剣詩舞鶴岡剣聖会、鶴岡和道空手道ス
　　　　ポーツ少年団、即興音楽舞踊セッション

●活動発表
コーディネーター：三輪真之氏（計画哲学研究所所長）
発表：新海町ラジオ体操愛好会､庄内農業高等学校農業クラブ

●アトラクション 出演：鶴岡放送児童合唱団

●鼎談「ここに生きる‐ほんとうの豊かさを追い求めて‐」
　登壇者：酒井忠久氏（旧庄内藩主酒井家第18代当主）
　　　　　長南　光氏（農家民宿レストラン「知憩軒」女将）
　　　　　東山昭子氏（鶴岡総合研究所研究顧問）               

【式典】

市民憲章を制定している自治体を会場に、毎年全国大会
を開催し、今年は初めて本市で行われます。
申込みは不要です。多くの方の参加をお待ちしています。
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